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発
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委員長
越峠惠美子

副委員長
三好　晋也

及び  議会運営  委員決まる
正･副議長、各常任  委員正･副議長、各常任  委員

及び  議会運営  委員決まる
議
長
に 

川
上
富
夫
議
員

を

  

副
議
長
に
上
原
二
郎 

議
員

を
選
ぶ

　改
選
後
の
初
議
会
が
七
月
九
日
に
招
集
さ
れ
、
正
副
議

長
選
挙
を
行
い
、
議
長
に
川
上
富
夫
議
員
（
四
期
）
副
議

長
に
上
原
二
郎
議
員
（
五
期
）
を
選
任
し
た
。

　各
常
任
委
員
会
委
員
は
、
議
長
の
指
名
に
よ
り
決
定
後
、

委
員
の
互
選
に
よ
り
正
副
委
員
長
を
決
定
し
た
。

副議長　上原　二郎 議長　川上　富夫

常任委員会委員構成

総
務
経
済

⑴総務課・財務・産業経済・土木及び環境整備に関する事務の調査及び議案、
　請願、陳情等の審査を掌る。
⑵他の常任委員会の所管に属しない事項を掌る。

教
育
民
生

⑴教育社会及び福祉保健に関する事務の調査並びに議案、請願、陳情
　等の審査を掌る。

議会運営委員

議会運営委員

長岡　邦一 川上　富夫

議会運営副委員長

川端　雄勇

議会運営委員長

委員長
田中　幹啓

副委員長
三輪　英男 森田　　智 竹茂　幹根 上原　二郎

議会運営委員

代表監査委員の砂原和省さんと共に今後、活躍を期待します。

議員のうちから監査委員に長岡邦一議員が選任された。
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議

　長

　
　川
上

　富
夫

副
議
長

　
　上
原

　二
郎

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　委
員
長

　
　越
峠
惠
美
子

　副
委
員
長

　
　三
好

　晋
也

　
　
　
　
　
　川
端

　雄
勇

　
　
　
　
　
　長
岡

　邦
一

　
　
　
　
　
　川
上

　富
夫

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　委
員
長

　
　田
中

　幹
啓

　副
委
員
長

　
　三
輪

　英
男

　
　
　
　
　
　森
田

　
　智

　
　
　
　
　
　上
原

　二
郎

　
　
　
　
　
　竹
茂

　幹
根

議
会
運
営
委
員
会

　委
員
長

　
　川
端

　雄
勇

　副
委
員
長

　
　長
岡

　邦
一

　
　
　
　
　
　森
田

　
　智

　
　
　
　
　
　田
中

　幹
啓

　
　
　
　
　
　越
峠
惠
美
子

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

　
　
　
　
　議
会
議
員

　
　
　
　
　
　川
上

　富
夫

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
　
　連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　川
上

　富
夫

日
野
町
江
府
町
日
南
町

　衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　森
田

　
　智

　
　
　
　
　
　田
中

　幹
啓

　
　
　
　
　
　越
峠
惠
美
子

日
野
病
院
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　川
上

　富
夫

　
　
　
　
　
　川
端

　雄
勇

監
査
委
員

　
　
　
　
　
　長
岡

　邦
一

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　委
員
長

　
　上
原

　二
郎

　副
委
員
長

　
　越
峠
惠
美
子

　
　
　
　
　
　川
端

　雄
勇

　
　
　
　
　
　田
中

　幹
啓

　
　
　
　
　
　川
上

　富
夫

庁
舎
等
調
査
特
別
委
員
会

議
員
全
員

　委
員
長

　
　森
田

　
　智

　副
委
員
長

　
　三
輪

　英
男

企
業
誘
致
調
査
特
別
委
員
会

議
員
全
員

　委
員
長

　
　川
端

　雄
勇

　副
委
員
長

　
　三
好

　晋
也

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

議
員
全
員

　委
員
長

　
　上
原

　二
郎

　副
委
員
長

　
　越
峠
惠
美
子

奥
大
山
農
業
公
社
役
員

　理

　事

　
　森
田

　
　智

　
　
　
　
　
　越
峠
惠
美
子

消
防
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　川
端

　雄
勇

　
　
　
　
　
　竹
茂

　幹
根

　
　
　
　
　
　三
輪

　英
男

　
　
　
　
　
　三
好

　晋
也

表
彰
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　田
中

　幹
啓

　
　
　
　
　
　長
岡

　邦
一

　
　
　
　
　
　上
原

　二
郎

国
民
健
康
保
険
運
営

　
　
　
　協
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　田
中

　幹
啓

　
　
　
　
　
　三
輪

　英
男

　
　
　
　
　
　竹
茂

　幹
根

奥
大
山
地
区
観
光
施
設

　
　審
議
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　越
峠
惠
美
子

　
　
　
　
　
　三
好

　晋
也

　
　
　
　
　
　上
原

　二
郎

社
会
教
育
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　田
中

　幹
啓

　
　
　
　
　
　三
輪

　英
男

　
　
　
　
　
　竹
茂

　幹
根

集
会
所
運
営
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　田
中

　幹
啓

　
　
　
　
　
　越
峠
惠
美
子

　
　
　
　
　
　川
端

　雄
勇

市
民
農
園
運
営
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　川
端

　雄
勇

　
　
　
　
　
　長
岡

　邦
一

江
府
町
介
護
保
険
及
び

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
協
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　田
中

　幹
啓

江
府
町
部
落
差
別
撤
廃

と
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な

く
す
る
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　田
中

　幹
啓

　
　
　
　
　
　越
峠
惠
美
子

   明
徳
学
園
理
事

　
　
　
　
　
　上
原

　二
郎

民
生
委
員
推
薦
会
委
員

　
　
　
　
　
　田
中

　幹
啓

　
　
　
　
　
　竹
茂

　幹
根

江
府
町
青
少
年
有
害

　
　図
書
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　田
中

　幹
啓

　
　
　
　
　
　三
輪

　英
男

青
少
年
育
成

　
　
　江
府
町
民
会
議

　
　
　
　
　
　三
輪

　英
男

公
民
館
運
営

　
　
　
　審
議
会
委
員

　社
会
教
育
委
員
と
兼
ね
る

索
道
事
業
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　竹
茂

　幹
根

　
　
　
　
　
　三
好

　晋
也

議会選出役員一覧議会選出役員一覧
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江
府
中
学
校
新
築

完
成
平
成
26
年
３
月
末

請
負
業
者

　大
松
建
設
・
岩

崎
組
・
竹
田
工
務
店
企
業
体

請
負
金
額

　
　
　９
億
５
５
５
０
万
円

　財
源
（
補
助
金

　約
５
億

６
０
０
万
円
・
過
疎
債

　３

億
８
７
０
０
万
円
・
町
費
６

２
５
０
万
円
）

江
府
町
民
プ
ー
ル

　
　
　
　
　移
転
工
事

請
負
業
者

　

美
保
・
か
わ
ば
た
・
住
田
組

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

請
負
代
金

　

　
　１
億
３
３
３
５
万
円

　財
源
（
約
６
６
６
８
万
円

の
補
助
金
が
出
る
予
定
・
残

り
過
疎
債
で
充
当
）

　７
月
６
日
、
江
府
中
学
校
生

徒
会
は
今
年
最
後
と
な
る
校
舎

を
「
最
後
だ
か
ら
汚
れ
て
も
い

い
」
で
は
な
く
「
最
後
だ
か
ら

こ
そ
校
舎
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
生

徒
会
長
山
口
珠
美
鈴
さ
ん
を
先

頭
に
保
護
者
や
卒
業
生
、
地
域

の
方
に
も
呼
び
か
け
大
掃
除
を

行
い
ま
し
た
。

　予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
総

勢
１
５
４
名
の
参
加
者
は
、
最

後
と
な
る
校
舎
へ
の
感
謝
を
込

め
て
気
持
ち
の
い
い
汗
を
か
き

ま
し
た
。

　素
晴
ら
し
い
企
画
を
し
た
生

徒
会
に
感
動
で
す
。
大
人
も
こ

ど
も
も
活
動
を
通
じ
て
郷
土
に

対
す
る
誇
り
と
愛
着
を
共
有
で

き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

中学校新築と町民プール移転について

ありがとう　江府中学校
「一緒に校舎を磨く会」

（山側から正面玄関を見た図）

平面図（グランドゴルフ場跡地）

ピカピカでーす

真剣に聞いてます生徒も大人も一緒になって

（夜振り橋より見た図）
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一　般　会　計

2,969万円増額
（総額43億4,369万円）

補　正　後

6月定例会

主
な
条
例
改
正

主
な
補
正
内
容

工
事
請
負
契
約

歳

　入

歳

　出

　平
成
25
年
６
月
定
例
会
は
、

６
月
４
日
に
召
集
さ
れ
３
日

間
と
定
め
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
定
例
会
に
は
、
条

例
の
制
定
・
改
正
が
５
件
、

補
正
予
算
関
係
が
９
件
、
工

事
請
負
契
約
の
締
結
が
２
件
、

人
事
案
件
が
１
件
の
17
議
案

が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
に
つ
い
て
慎
重
に

審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　又
、
報
告
事
項
と
し
て
、

「
チ
ロ
ル
の
里
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム｣

を
運
営
す
る｢

寿

耕
会
」
の
現
状
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
県
の
指
導
に
よ

り
新
理
事
の
任
命
と
入
所
者

の
不
安
が
な
い
よ
う
対
応
す

る
事
・
エ
バ
ー
ラ
ン
ド
奥
大

山
の
地
ビ
ー
ル
プ
ラ
ン
ト
に

つ
い
て
入
札
に
よ
る
売
却
手

続
き
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

・
江
府
町
職
員
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例

（
国
の
地
方
財
源
の
削
減
に

よ
る
約
７
２
６
万
円
の
財
源

不
足
を
、
職
員
給
与
、
期
末

手
当
を
2.8
％
、
管
理
職
手
当

５
％
を
減
額
し
補
う
も
の
）

・
江
府
町
地
下
水
採
取
に
関

す
る
条
例

（
地
下
水
採
取
に
必
要
な
規

制
を
行
い
、
地
下
水
の
自
然

涵
養
と
保
全
に
努
め
る
と
共

に
そ
の
適
正
な
利
用
を
は
か

り
、
持
続
可
能
な
地
下
水
利

用
を
計
る
も
の
）

農
林
水
産
業
費
分
担
金

（
基
盤
整
備
促
進
事
業
分
担

金
で
杉
谷
大
井
手
の
工
事
費)

　
　
　
　
　
　２
２
５
万
円

農
林
水
産
業
費

　
　
　
　
　県
補
助
金

（
基
盤
整
備
促
進
事
業
補
助

金
で
杉
谷
大
井
手
の
工
事
費)

　
　
　
　１
、
０
５
０
万
円

衛
生
費

（
医
療
機
器
導
入
事
業
債
）

　
　
　
　５
３
０
万
円

議
会
費

（
報
酬
５
％
削
減
に
よ
る
減

額
）　

　
　
　
　
　３
０
１
万
円

総
務
費

（
給
与
削
減
に
よ
る
減
額
）

　
　
　
　
　
　６
５
０
万
円

保
健
衛
生
費

（
日
野
病
院
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
更
新

に
よ
る
江
府
町
負
担
分
）

　
　
　
　
　
　５
３
０
万
円

土
地
改
良
費

（
杉
谷
大
井
手
の
工
事
費
）

　
　
　
　１
、
５
０
０
万
円

・
江
府
中
学
校
新
築
工
事

契
約
金
額

　
　
　９
億
５
５
５
０
万
円

（
大
松
建
設
・
岩
崎
組
・
竹

田
工
務
店
共
同
企
業
体
）

・
江
府
町
簡
易
水
道
遠
隔
監

視
装
置
設
置
工
事

契
約
金
額

　
　
　
　７
、
０
３
５
万
円

（
鳥
取
電
業
米
子
支
店
）

建設が進む江府中学校
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一　般　会　計

427万円増額
（総額43億4,797万円）

補　正　後

７月臨時会

主
な
補
正
内
容

歳

　入

歳

　出

　第
４
回
江
府
町
臨
時
議
会

が
平
成
25
年
７
月
９
日
に
召

集
さ
れ
会
期
１
日
と
定
め
開

か
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
臨
時
会
は
、
町
議

会
議
員
の
選
挙
後
の
初
議
会

で
あ
り
、
議
長
・
副
議
長
選

挙
を
は
じ
め
各
委
員
の
構
成

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
１
件
の
一
般
会
計

の
補
正
と
監
査
委
員
の
任
命

が
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

衛
生
費
県
補
助
金

（
風
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
緊

急
助
成
事
業
補
助
金
）

　
　
　
　
　
　８
６
万
円

農
林
水
産
業
費

　
　
　
　
　県
補
助
金

（
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

交
付
金
）

　
　
　
　
　
　１
６
２
万
円

雑

　入
　
　
　
　
　
　１
８
０
万
円

交
通
弱
者
対
策
事
業
費

（
タ
ク
シ
ー
車
庫
工
事
請
負

費
）　

　
　
　
　
　１
８
０
万
円

予
防
費

（
風
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託

料
）　

　
　
　
　
　１
１
６
万
円

（
風
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
助

成
金
）

　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

運
動
公
園
管
理
費

（
体
育
館
屋
根
修
繕
料
）

　
　
　
　
　
　１
６
３
万
円

林
業
総
務
費

（
消
耗
品
費
）

　
　
　
　
　
　２
９
５
万
円

・
新
監
査
委
員

　
　長

　岡

　邦

　一

・
旧
監
査
委
員

　
　上

　原

　二

　郎

住民健診

平
成
25
年
７
月
４
日

で
任
期
満
了
と
な
る

議
会
選
出
の
監
査
委

員
の
選
任
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答
議
員
定
数
は
議
会

で
充
分
討
議
を

町
長
が
議
員
定
数

の
削
減
を
提
案
し

た
ら

問

答
新
し
い｢

寿
耕
会｣

の
体
制
づ
く
り
に

連
携
を
図
っ
て

「
寿
耕
会
」
の
不

正
運
営
に
つ
い
て

問

議
員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て

社
会
福
祉
法
人｢

寿
耕
会｣

の

不
正
に
つ
い
て

質
問

　来
月
改
選
さ
れ
る
江

府
町
議
会
の
議
員
定
数
に
つ

い
て
も
、
町
民
か
ら
「
数
が

多
す
ぎ
る
削
減
す
べ
き
」
と

の
意
見
が
多
く
き
か
れ
る
。

削
減
を
求
め
る
理
由
は
①
議

員
削
減
に
よ
る
町
財
政
の
健

全
化
。
②
町
民
有
権
者
数
の

減
少
に
伴
う
適
正
化
の
２
点

を
指
摘
し
、
「
現
行
の
10
人

を
８
人
」
に
減
ら
す
の
が
望

ま
し
い
。
議
員
定
数
は
、
議

会
が
検
討
し
て
結
論
を
出
す

の
が
本
来
の
姿
で
す
が
、
時

間
的
制
約
も
あ
り
、
こ
こ
に

改
め
て
町
長
が
条
例
改
正
を

提
案
す
る
よ
う
英
断
を
求
め

た
い
。
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長
答
弁

　議
員
定
数
の

削
減
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年

９
月
定
例
議
会

に
お
い
て
同
様

の
質
問
を
頂
き

ま
し
た
。
前
回

か
ら
３
年
経
っ

て
い
ま
す
が
、

私
の
考
え
方
は

当
時
と
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

確
か
に
町
長
に

は
条
例
の
提
案
権
が
あ
り
ま

す
が
、
議
員
定
数
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
議
会
の
自
主

的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
充

分
な
時
間
を
か
け
て
、
調
査

検
討
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。
私
と
し
て
は
条
例
改
正

を
提
案
す
る
気
持
ち
は
持
っ

て
い
ま
せ
ん
。
削
減
を
求
め

ら
れ
る
理
由
の
財
政
健
全
化

に
つ
い
て
は
議
員
の
み
な
さ

ん
を
は
じ
め
、
職
員
の
報
酬

削
減
を
毎
年
頂
い
て
、
行
財

政
改
革
に
よ
り
、
着
実
に
改

善
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者

の
減
少
と
議
員
定
数
の
削
減

は
、
充
分
に
議
論
さ
れ
、
議

員
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を

お
願
い
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

質
問

　町
内
で
「
チ
ロ
ル
の

里
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」

を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人

「
寿
耕
会
」
が
議
事
録
を
偽

造
す
る
な
ど
の
不
適
切
な
運

営
を
し
て
い
た
と
し
て
、
県

が
改
善
措
置
命
令
を
出
し
た

事
は
町
民
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
た
。
報
道
に
よ
る
と
１
億

７
０
０
万
円
も
の
不
適
切
な

支
出
も
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
町
が
今
後
「
寿
耕
会
」

と
関
わ
っ
て
い
く
か
、
町
民

が
心
配
し
て
い
ま
す
。
不
適

切
な
支
出
に
町
に
は
落
ち
度

は
無
か
っ
た
か
。
今
後
の
運

営
に
町
は
ど
ん
な
形
で
関
与

し
て
い
る
か
。
寿
耕
会
の
撤

退
を
含
め
て
町
の
福
祉
政
策

に
つ
い
て
以
上
３
点
に
つ
い

て
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長
答
弁

　今
回
の
改
善
命
令
は
３
月

18
日
付
け
で
鳥
取
県
が
寿
耕

会
に
出
し
た
も
の
で
、
町
は

直
接
指
導
、
監
査
並
び
に
許

認
可
は
出
来
ま
せ
ん
。
介
護

報
酬
自
体
は
被
保
険
者
の
介

護
保
険
料
・
国
・
県
の
補
助

金
・
利
用
者
の
負
担
金
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
寿
耕
会

は
別
法
人
組
織
で
あ
り
、
町

が
責
任
を
と
る
べ
き
立
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　町
と
し
て
、
経
営
内
部
に

は
入
り
込
め
ま
せ
ん
が
、
町

の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
質
の

適
正
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
寿
耕
会
は
新
体
制
で
生
ま

れ
変
わ
っ
た
福
祉
施
設
と
し

て
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
江
府
町
と
し
て

は
、
よ
り
適
し
た
社
会
福
祉

施
設
の
あ
り
方
に
向
け
て
連

携
を
よ
り
一
層
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
も
積
極
的
に

情
報
公
開
を
し
な
が
ら
、
ご

心
配
を
か
け
な
い
様
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

町政ここを問う
一般質問は２人の議員が行い、町長の方針をただした

チロルの里特別養護老人ホーム
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質
問

　県
内
の
公
立
小
中
学

校
並
び
に
、
特
別
支
援
学
校

に
お
い
て
、
平
成
24
年
度
に

お
け
る
教
員
に
よ
る
児
童
生

徒
に
対
す
る
体
罰
が
47
件
、

人
数
に
し
て
65
人
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　今
、
児
童
生
徒
の
人
権
を

し
っ
か
り
と
確
保
で
き
る
教

師
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

　本
町
に
お
け
る
体
罰
の
現

状
と
今
後
の
対
応
策
に
つ
い

て
教
育
長
の
見
解
を
伺
い
た

い
。

教
育
長
答
弁

　本
町
に
お
い
て
は
、
体
罰

の
事
例
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

本
人
や
保
護
者
の
理
解
が
得

難
い
厳
し
い
指
導
、
い
わ
ゆ

る
行
き
過
ぎ
た
指
導
が
あ
っ

た
と
い
う
報
告
を
受
け
て
い

ま
す
。
今
回
の
報
告
を
受
け

て
、
改
め
て
学
校
で
行
っ
て

き
た
指
導
を
見
直
す
よ
う
学

校
長
に
指
示
す
る
と
共
に
、

体
罰
は
、
行
わ
な
い
よ
う
、

人
権
に
配
慮
し
粘
り
強
い
対

応
を
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し

た
。

質
問

　産
業
振
興
と
し
て
道

の
駅
構
想
が
あ
り
今
年
度
予

算
に
３
０
０
万
円
の
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
地
域
の

発
展
に
結
び
付
け
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
構
想
に
な
っ
て

い
る
か
現
時
点
の
情
報
を
公

開
し
て
頂
き
た
い
。

町
長
答
弁

　今
年
度
の
予
算
は
設
計
費

で
す
。
駐
車
場
と
ト
イ
レ
は

県
が
整
備
し
飲
食
・
物
販
は

町
が
整
備
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
年
度
中
に
具
体
的

な
構
想
を
固
め
る
予
定
で
す

が
、
奥
大
山
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
を
窓
口
に
し
、
み
ち
く

さ
協
議
会
と
も
調
整
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

　役
場
の
現
状
を
見
る

と
耐
震
の
問
題
や
分
散
化
に

よ
る
利
便
性
の
点
か
ら
も
、

庁
舎
建
設
が
必
要
と
考
え
る
。

　今
年
度
に
は
、
中
学
校
建

設
も
あ
り
財
政
的
に
は
厳
し

い
面
も
あ
る
が
庁
舎
建
設
に

つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長
答
弁

　町
民
の
皆
様
か
ら
も
庁
舎

は
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
新

し
く
建
設
を
と
い
う
意
見
も

聞
い
て
い
ま
す
。
お
陰
様
で

よ
う
や
く
財
政
状
況
も
余
裕

が
で
き
つ
つ
あ
り
、
今
年
度

中
に
は
庁
舎
等
調
査
特
別
委

員
会
に
お
き
ま
し
て
新
庁
舎

建
設
に
向
け
た
協
議
を
お
願

い
し
た
い
。

三輪　英男

答
指
導
の
見
直

し
を
指
示

学
校
現
場
の
体

罰
に
つ
い
て

問

答
今
年
度
中
に

構
想
を

道
の
駅
構
想
は

問

答
今
年
度
か
ら

協
議
に

役
場
建
設
の

計
画
は

問

体
罰
の
認
識
に
つ
い
て
・

道
の
駅
構
想
・
役
場
新
庁
舎
建
設
は

現庁舎



あ

と

が

き

　田
植
え
の
頃
に
は
、
暑
い

日
が
続
き
、
水
不
足
が
心
配

さ
れ
る
よ
う
な
天
候
で
し
た
。

　選
挙
戦
に
入
る
と
、
一
転

し
雨
が
降
り
続
き
肌
寒
い
日

も
あ
り
ま
し
た
。

　議
員
に
と
っ
て
は
、
４
年

に
一
度
ど
う
し
て
も
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
神
聖
な
選

挙
が
行
わ
れ
、
新
体
制
に
よ

る
議
会
が
動
き
始
め
ま
し
た
。

　７
月
15
日
は
、
観
測
史
上

初
の
87
ミ
リ
と
い
う
集
中
豪

雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
こ

の
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。　新

し
い
編
集
委
員
で
、
読

み
や
す
く
わ
か
り
易
い
紙
面

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
ど
う
か
皆
様
の
声
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　上
原
二
郎

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委

員

長

　上
原

　二
郎

副
委
員
長

　越
峠
惠
美
子

委

　
　員

　川
端

　雄
勇

　
　
　
　
　田
中

　幹
啓

　
　
　
　
　川
上

　富
夫

　こ
の
度
の
町
議
会
改
選
後
の
初
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
副
議
長
を
拝
命

致
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
選
挙
に
際
し
ま
し
て
皆
様
か
ら
頂
い
た
温
か

い
ご
厚
情
を
常
に
忘
れ
る
こ
と
な
く
こ
の
上
は
、
浅
学
菲
才
の
身
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
町
の
た
め
に
奮
闘
努
力
い
た
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　少
子
高
齢
化
の
こ
の
町
を
元
気
に
す
る
た
め
に
は
、
遣
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
声
を
聴
き
、
き
ち
ん

と
前
を
向
い
て
、
町
民
の
皆
様
と
共
に
一
歩
づ
つ
着
実
に
進
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　何
と
ぞ
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
議
員
の
皆
様
の
ご
理
解
を
頂
き
、
議
長
の
大
役
を
務
め
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　江
府
町
の
将
来
に
皆
さ
ん
が
、
安
心

　安
全
な
暮
ら
し
が
出
来
る
町
づ

く
り
に
、
行
政
と
議
会
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
議
会
は
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能

を
発
揮
し
、
議
会
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
む
、
江
府
町
の
町
づ
く
り
は
日
野
郡
の
自
治

体
が
抱
え
る
直
近
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
子
育
て
と
教
育
の
支
援

と
充
実
は
江
府
町
独
自
の
支
援
策
を
立
ち
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
後
期
高
齢
者
の
方
々
の
福
祉
支
援
策
に
つ
い
て
も
、
国

の
基
準
を
即
取
り
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
江
府
町
で
独
自
の
福
祉
支
援
策

の
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　た
く
さ
ん
の
課
題
が
山
積
み
で
す
が
、
議
会
の
皆
様
に
知
恵
を
頂
き
な

が
ら
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、
元
気
で
明
る
い
町
づ
く
り

に
つ
と
め
ま
す
。

　よ
ろ
し
く
ご
支
援
お
願
い
し
ま
す
。

副議長　上原　二郎 議長　川上　富夫

就任のごあいさつ
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